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お 知 ら せ

平成２４年度
直轄事業（島根県分）予算概要

 【問い合わせ先】

国土交通省中国地方整備局

　 浜田河川国道事務所　　　(河川)副所長　道中　　0855-22-2480

　　　　　　　　　　　　　 (道路)副所長　錦織

　 出雲河川事務所　　　　　　　　副所長　坂本　　0853-21-1850

　 松江国道事務所　　　　　(改築)副所長　石川　　0852-26-2131

　　　　　　　　　　　　　 (管理)副所長　吉岡

　 境港湾・空港整備事務所　　　　副所長　田宮　　0859-42-3145

資料提供先：島根県政記者会
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事
業
別

平
成
２
３
年
度

平
成
２
４
年
度

対
前
年
度
比

Ｈ
２
３
／
Ｈ
２
４

一
般
河
川
改
修
事
業

8
,8
7
1

1
0
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6
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1
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4

河
川
工
作
物
等
応
急
対
策
事
業
費

6
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2
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0
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総
合
水
系
環
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整
備
事
業

8
3
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6
8
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0
.8
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一
般
河
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改
修
事
業

9
2
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7
4
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0
.8
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作
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等
応
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対
策
事
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3
1

0
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一
般
河
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改
修
事
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1
0
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1
9
0

1
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0

河
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工
作
物
等
応
急
対
策
事
業
費

0
8
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小
　
　
　
計

1
0
,8
2
4

1
2
,6
2
6

1
.1
7

1
0
,2
0
0

6
,9
0
0

0
.6
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1
3
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2
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1
5
,8
5
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1
.2
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2
,0
4
9

2
,4
3
9

1
.1
9

2
8
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3
5
0

1
.2
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小
　
　
　
計

2
5
,5
5
6

2
5
,5
4
6

1
.0
0

港
　
　
　
湾

8
1
0

1
,0
0
0

1
.2
3

合
　
　
　
計

3
7
,1
9
0

3
9
,1
7
2

1
.0
5

　
　
　
※
上
記
予
算
の
他
に
、
地
方
整
備
局
一
括
配
分
と
し
て
、
河
川
維
持
修
繕
費
、
堰
堤
維
持
費
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
費
（
Ⅱ
種
）
、
道
路
維
持
管
理
費
等
が
あ
る
。

　
　
　
※
一
般
河
川
改
修
事
業
に
は
、
大
規
模
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
全
国
防
災
」
の
河
川
津
波
対
策
等
に
係
る
予
算
を
含
む
。

　
　
　
※
上
記
に
は
道
路
調
査
費
、
付
帯
工
事
費
、
受
託
工
事
費
を
除
く
。

  
  
  
※
上
記
予
算
の
出
雲
河
川
事
務
所
分
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
・
鳥
取
県
分
を
含
む
。

項
目

斐
伊
川

江
の
川

高
津
川

浜
田
港

改
築

直
轄
事
業
（
島
根
県
分
）

　
　
予
　
　
算
　
　
総
　
　
括
　
　
表
　
　

新
直

轄

道
　
　
　
路

交
通

安
全

事
業

電
線

共
同

溝

河
　
　
　
川

［
単
位
：
百
万
円
］



河
　
川
　
関
　
係
　
事
　
業



平
成
２
３
年

（
当
初
）

平
成
２
４
年

伸
　
　
　
率

（
H
2
4
/
H
2
3
）

一
般

河
川

改
修

事
業

8
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7
1

1
0
,9
6
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1
.2
4

河
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工
作

物
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応
急

対
策

事
業

費
6
1

2
8

0
.4
6

総
合

水
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環
境

整
備

事
業

8
3
6

6
8
9

0
.8
2

小
計

9
,7
6
8

1
1
,6
8
0

1
.2
0

一
般

河
川

改
修

事
業

9
2
5

7
4
8

0
.8
1

河
川

工
作

物
等

応
急

対
策

事
業

費
3
1

0
0
.0
0

総
合

水
系

環
境

整
備

事
業

0
0

小
計

9
5
6

7
4
8

0
.7
8

一
般

河
川

改
修

事
業

1
0
0

1
9
0

1
.9
0

河
川

工
作

物
等

応
急

対
策

事
業

費
0

8

総
合

水
系

環
境

整
備

事
業

0
0

小
計

1
0
0

1
9
8

1
.9
8

合
計

1
0
,8
2
4

1
2
,6
2
6

1
.1
7

※
上
記
予
算
の
出
雲
河
川
事
務
所
分
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
・
鳥
取
県
分
を
含
む
。

※
上
記
予
算
の
他
に
、
地
方
整
備
局
一
括
配
分
と
し
て
、
河
川
維
持
修
繕
費
、
堰
堤
維
持
費
等
が
あ
る
。

※
一
般
河
川
改
修
事
業
に
は
、
大
規
模
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
全
国
防
災
」
の
河
川
津
波
対
策
等
に
係
る
予
算
を
含
む
。

【
金
額
単
位
：
百
万
円
】

１
．
予
算
額

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
費

斐  伊  川 江  の  川 高  津  川



【
斐
伊
川
一
般
河
川
改
修
事
業
】
（
資
料
－
１
）

○
斐
伊
川
放
水
路
事
業
は
、
平
成
２
４
年
度
完
成
に
向
け
、
開
削
部
に
お
い
て
分
流
堰
建
設
を
進
捗
さ
せ
る
と
と
も
に
、
掘
削
・
護

岸
等
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
拡
幅
部
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
河
道
掘
削
・
護
岸
等
を
実
施
し
ま
す
。

（
資
料
－
２
，
３
）

○
大
橋
川
改
修
は
、
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も
に
、
追
子
地
区
及
び
下
流
部
右
岸
に
お
け
る
堤
防
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
天
神
川
上
流
水
門
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
（
資
料
－
４
）

○
中
海
湖
岸
堤
整
備
は
、
松
江
市
本
庄
町
野
原
地
先
（
中
海
）
の
湖
岸
堤
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
（
資
料
－
５
）

○
斐
伊
川
本
川
で
は
、
耐
震
性
能
照
査
結
果
を
踏
ま
え
て
河
川
堤
防
の
耐
震
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
の
概
要

①
河
川
事
業
【
斐
伊
川
】

【
斐
伊
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
】
（
資
料
－
６
）

○
中
海
及
び
宍
道
湖
の
水
環
境
の
改
善
を
目
指
し
、
浅
場
造
成
及
び
覆
砂
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
河
川
工
作
物
関
連
応
急
対
策
事
業
費
】

○
中
海
周
辺
に
お
い
て
、
河
川
管
理
施
設
の
樋
門
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

※
上
記
の
他
、
河
川
及
び
ダ
ム
の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。



斐
伊
川
河
川
改
修
費
＜
主
要
箇
所
＞

松
江
市
本
庄
町
野
原
地
先

大
橋
川

斐
伊
川
放
水
路
事
業

宍
道
湖

中
海

斐
伊
川
本
川

資
料
－
１



斐
伊
川
一
般
河
川
改
修
事
業
【
大
規
模
】
（
斐
伊
川
放
水
路
事
業
）

■
斐
伊
川
放
水
路
の
役
割

洪
水
時
に
斐
伊
川
の
水
の
一
部
を
神
戸
川
へ
分
流
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
斐
伊
川
下
流
部
の
水
位
が
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
神
戸
川
の
川
幅
も
広
く
な
る
の
で
、
両
河
川
の
安

全
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

■
斐
伊
川
放
水
路
事
業
の
概
要

●
斐
伊
川
放
水
路
（
開
削
部
）

出
雲
市
大
津
町
来
原
付
近
か
ら
同
市
上
塩
冶
町
半
分
ま

で
の
4
.
1
k
m
の
区
間
を
、
9
6
m
の
川
幅
で
新
た
に
掘
削
し
、

神
戸
川
に
合
流
さ
せ
ま
す
。

●
神
戸
川
（
拡
幅
部
）

合
流
点
か
ら
河
口
ま
で
の
9
k
m
の
区
間
は
、
神
戸
川
の

川
幅
を
平
均
で
現
在
の
約
1
.
5
倍
（
3
0
0
～
3
7
0
m
）
に
拡

幅
し
ま
す
。

●
主
な
工
事
内
容

掘
削
土
量
が
約
1
,
1
0
0
万
m
3 、
築
堤
土
量
が
約
5
0
0
万
m3

で
す
。
橋
梁
の
架
け
替
え
・
新
設
は
2
5
橋
あ
り
、
ま
た
、

斐
伊
川
分
流
部
の
分
流
堰
、
神
戸
堰
、
新
内
藤
川
水
門
・

排
水
機
場
等
の
河
川
構
造
物
を
建
設
し
ま
す
。

事
業
に
か
か
わ
る
用
地
面
積
は
約
32
2
h
a
、
移
転
家
屋

は
4
3
7
戸
で
す
。

神
戸
川
河
口
部

開
削
部

国
道
９
号
神
戸
橋
及
び
神
戸
堰

古
志
橋
付

近

資
料
－
２

大
社
湾

神
戸
川
→

斐
伊
川
放
水
路

斐
伊
川
→

完
成
予
定



拡
幅
部
：
Ｌ
＝
９
．
０
ｋ
ｍ

開
削
部
：
Ｌ
＝
４
．
１
ｋ
ｍ

平
成
２
４
年
度
斐
伊
川
放
水
路
事
業
の
主
要
工
事
概
要

開
削
部
で
河
床
保
護
工
を
実
施
し
ま
す

長
浜
地
区
で
築
堤
護
岸
を
実
施
し
ま
す

神
戸
川

神
戸
川

国
道
９
号
神
戸
橋

現
神
戸
橋

神
戸
堰

Ｊ
Ｒ
神
戸
川
橋
梁

(
H
2
3
.
5
月
現
在
)

神
戸
川

境
橋

神 戸 川

国
道
９
号
神
戸
橋

新
宮
川
の
整
備
を
実
施
し
ま
す

日
本
海
（
大
社
湾
）

斐
伊
川
放
水
路 神
戸
川

斐
伊
川
放
水
路

斐
伊
川

出
雲
市

(
H
2
3
.
5
月
現
在
)

分
流
堰
建
設
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す

大
島
地
区
で
築
堤
護
岸
を
実
施
し
ま
す

資
料
－
３

完
成
予
定



斐
伊
川
一
般
河
川
改
修
事
業
（
大
橋
川
改
修
）

■
期
待
さ
れ
る
効
果

昭
和
4
7
年
7
月
や
平
成
1
8
年
7
月
の
洪
水

で
は
宍
道
湖
周
辺
部
を
は
じ
め
島
根
県
東

部
で
大
き
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
橋
川
改
修
な
ど
斐
伊
川
・
神
戸
川
治

水
事
業
の
３
点
セ
ッ
ト
に
よ
り
、
こ
れ
ら

沿
川
に
お
け
る
洪
水
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

資
料
－
４

（
仮
称
）
天
神
川
上
流
水
門
完
成
イ
メ
ー
ジ

H
18

.7
浸
水
状
況
：
東
本
町
（
松
江
市
）

神
戸
川

■
事
業
の
概
要

大
橋
川
を
含
む
宍
道
湖
沿
岸
で
は
昭
和
4
7
年
、
平
成
1
8
年
豪
雨
に
よ
り
県
都
松
江
市
の
中
心
市
街
地
が
冠
水
す
る
な
ど
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
大
橋
川
改
修
は
、
斐
伊
川
治
水
３
点
セ
ッ
ト
（
上
流
の
ダ
ム
建
設
・
中
流
の
放
水
路
建
設
と
本
川
改
修
・
下
流
の
大
橋
川
改
修
と
湖

岸
堤
整
備
）
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
2
1
年
1
2
月
に
島
根
・
鳥
取
両
県
知
事
の
合
意
に
よ
り
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
大
橋
川
改
修
の
着
工
に
目
処
が

立
ち
、
平
成
2
3
年
8
月
に
上
流
の
築
堤
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
2
4
年
度
は
、
引
き
続
き
築
堤
・
護
岸
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
下
流
部
の
用
地
補
償
及
び
天
神
川
上
流
の
水
門
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

出
雲
市

斐
伊
川

宍 道 湖

中 海

天
神
川
→

大
橋
川
→

剣
先
川
→

朝
酌
川
→

出
雲
市

斐
伊
川

宍 道 湖

中 海

天
神
川
→

大
橋
川
→

剣
先
川
→

朝
酌
川
→

宍 道 湖

中 海

天
神
川
→

大
橋
川
→

剣
先
川
→

朝
酌
川
→

竹
矢
地
区

大
橋
川
箇
所

用
地
買
収
：
１
式

埋
蔵
文
化
財
調
査

：
１
式

用
地
・
補
償
：
１
式

天
神
川
上
流
水
門
：
１
式

築
堤
・
護
岸
：
L=
5
0
0
m

築
堤
・
護
岸
：
L
=
3
5
0m

大
橋
川
箇
所

大
橋
川
箇
所

大
橋
川
箇
所

大
橋
川
箇
所

H
24
年
度
大
橋
川
改
修
の
実
施
予
定
箇
所

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
推
進

事
業
箇
所

●



斐
伊
川
一
般
河
川
改
修
事
業
（
中
海
湖
岸
堤
整
備
）

■
湖
岸
堤
整
備
の
概
要

中
海
で
は
近
年
高
潮
等
に
よ
る
浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
特
に
平
成

14
年
、

15
年
、

16
年
と
続
い
た
高
潮
や
越

波
に
よ
る
浸
水
被
害
は
、
湖
岸
堤
が
未
整
備
の
箇
所
に
お
い

て
発
生
し
て
お
り
、
当
面
の
対
策
と
し
て
、
湖
岸
堤
高
が

H
P

+1
.4

4m
未
満
か
つ
、
過
去
に
越
水
に
よ
る
浸
水
実
績
が

あ
る
若
し
く
は
背
後
に
家
屋
が
集
積
し
て
い
る
箇
所
の
湖
岸

堤
整
備
を
優
先
的
に
推
進
し
ま
す
。

平
成

24
年
度
は
、
松
江
市
野
原
地
区
（
島
根
県
）
等
に
お
い

て
湖
岸
堤
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

資
料
－
５

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所

■
期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

湖
岸
堤
の
整
備
に
よ
り
、
観
測
史
上
最
大
の
潮
位
を
観
測
し
た
平
成

15
年
の
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
台
風
時
期
の
波
浪
に
よ
る

越
波
等
の
浸
水
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

湖
岸
堤
整
備
前
（
松
江
市
本
庄
地
区
）

湖
岸
堤
の
整
備
状
況
（
松
江
市
本
庄
地
区
）

松
江
市
野
原
地
区
（
島
根
県
）

事
業
推
進



浅
場
造
成

覆
砂

赤
潮
発
生
状
況

中
海
・
宍
道
湖

浅
場
造
成
・
覆
砂

整
備
（
イ
メ
ー
ジ
）

藻
場
（
コ
ア
マ
モ
）

浅
場
に
生
息
す
る
底
生
魚

資
料
－
６

浅
場
整
備
・
覆
砂

■
事
業
の
概
要

中
海
・
宍
道
湖
で
は
、
水
質
観
測
が
始
ま
っ
た
昭
和

48
年
頃
か
ら
、
環
境

基
準
値
を
満
足
し
て
い
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
赤
潮
・
ア
オ
コ
と
い
っ
た

富
栄
養
化
現
象
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湖
周
辺
地
域
の
開

発
等
に
よ
る
流
出
負
荷
の
増
加
に
加
え
、
浅
場
・
藻
場
が
減
少
し
、
湖
の
自

然
浄
化
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
沿
岸
域
に
浅
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
海
の
底
質
が
悪
い
箇

所
に
は
覆
砂
も
実
施
し
て
、
生
物
の
生
息
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
湖

の
自
然
浄
化
機
能
を
向
上
さ
せ
、
水
質
浄
化
を
図
り
ま
す
。

■
期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

浅
場
造
成
・
覆
砂
に
よ
り
、
ヨ
シ
帯
や
藻
場
な
ど
湖
岸
域
の
浅
場
環
境
が
再

生
し
、
自
然
が
本
来
も
つ
浄
化
機
能
を
回
復
し
て
水
質
浄
化
を
図
り
ま
す
。

ア
オ
コ
や
赤
潮
の
発
生
抑
制
に
よ
っ
て
湖
岸
の
景
観
も
向
上
す
る
ほ
か
、
地

域
の
人
々
等
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
機
能
が
向
上
し
ま
す
。

殆
ど
が
人
工
湖
岸
で
あ
る
宍
道
湖
や
中
海
の
湖
岸
堤

(例
:宍
道
湖
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

)

浅
場
整
備
前

浅
場
整
備
後

浅
場
整
備

斐
伊
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
中
海
・
宍
道
湖
）

事
業
推
進



②
河
川
事
業
【
江
の
川
】

【
河
川
改
修
費
】

○
江
の
川
河
川
改
修
事
業
で
は
、
江
津
市
大
貫
地
先
に
お
い
て
築
堤
等
を
推
進
し
、
美
郷
町
都
賀
西
地
先
に
お
い
て
は
、
堤
防
工
事

を
推
進
し
ま
す
。
（
資
料
－
７
、
８
）

○
「
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
」
で
は
、
江
津
市
川
平
地
先
に
お
い
て
用
地
補
償
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。
（
資
料
－
９
）

【
河
川
維
持
修
繕
費
】

○
直
轄
管
理
区
間
（
延
長
；
左
岸
９
１
．
３
ｋ
ｍ
、
右
岸
；
７
９
．
３
ｋ
ｍ
）
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
堤
防
除
草
、
護
岸
補
修
、
樋
門

操
作
、
河
川
内
樹
木
伐
採
、
河
川
巡
視
等
を
行
い
ま
す
。



大
貫
地
区

川
越
大
橋

大
貫
地
先

大
貫
地
先
は
無
堤
部
で
あ
り
、
過
去
た
び
た
び
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
引
き
続
き
築
堤
に
よ
る
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
貫
地
先

江
津
市

昭
和

58
年

7月

江
の
川川
越
地
先

大
貫
地
先

江
の
川

資
料
－
７

事
業
推
進



江 の 川

74
k2

00

都 賀 西 地 先

74
k2

00
左
岸
上
流
方
向

都
賀
西
地
先

堤
防
断
面
が
不
足
し
て
い
る
と
共
に
、
堤
防
詳
細
点
検
の
結
果
、
安
全
率
を
満
足
し
て
い
な
い
箇
所
で
す
。

平
成
２
４
年
度
は
引
き
続
き
堤
防
工
事
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

美
郷
町

都 賀 西 地 区

資
料
－
８

事
業
推
進



江
の
川
→

川
平
地
先

土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業

江
の
川
は
中
国
山
地
を
横
断
し
て
日
本
海
に
注
ぐ
と
い
う
河
川
特
性
か
ら
、
山
間
狭
あ
い
部
を
流
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
河
川
と
急
峻
な

山
に
挟
ま
れ
た
狭
い
地
区
に
人
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
を
度
重
な
る
水
害
か
ら
防
御
す
る
た
め
、
通
常
の
築
堤
方
式
と
す
る
と
、
住
環
境
の
悪
化
や
貴
重
な
田
畑
の
減
少
等
の
弊
害
が

発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、
住
宅
基
盤
を
洪
水
水
位
ま
で
か
さ
上
げ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
治
水
安
全
度
を
確
保
し
つ
つ
、
狭
い
土

地
の
有
効
利
用
を
図
る
「
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
」
に
よ
り
、
河
川
改
修
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
４
年
度
は
、
川
平
地
先
に
お
い
て
用
地
補
償
等
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

・

事
例
島
根
県
邑
智
郡
美
郷
町
吾
郷
地
先

江
津
市

■
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
イ
メ
ー
ジ
図

現
状

洪
水
時

通
常
の
築
堤
方
式

洪
水
時

堤
防
必
要
敷
地

土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業

洪
水
時

水
防
災

事
業

水
防
災
事
業
及
び

基
本
外
事
業

国
土

交
通
省

国
土
交
通
省
及
び

市
町
等

■
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
イ
メ
ー
ジ
図

現
状

洪
水
時

通
常
の
築
堤
方
式

洪
水
時

堤
防
必
要
敷
地

土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業

洪
水
時

水
防
災

事
業

水
防
災
事
業
及
び

基
本
外
事
業

国
土

交
通
省

国
土
交
通
省
及
び

市
町
等

完
成
後

着
工
前

←
江
の
川

←
江
の
川

資
料
－
９

事
業
推
進



③
河
川
事
業
【
高
津
川
】

【
河
川
改
修
費
】

○
高
津
川
河
川
改
修
事
業
で
は
、
益
田
市
大
塚
地
先
に
お
い
て
用
地
補
償
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。
（
資
料
－
1
0
）

【
河
川
維
持
修
繕
費
】

○
直
轄
管
理
区
間
（
延
長
２
０
．
０
㎞
）
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
堤
防
除
草
、
護
岸
補
修
、
樋
門
操
作
、
河
川
内
樹
木
伐
採
、
河
川

巡
視
等
を
行
い
ま
す
。

【
河
川
工
作
物
関
連
応
急
対
策
事
業
費
】

○
才
ノ
元
排
水
樋
門
補
修
を
実
施
し
ま
す
。



大
塚
地
先

益
田
市

大
塚
地
先
は
高
津
川
で
唯
一
の
無
堤
箇
所
で
あ
り
、
過
去
た
び
た
び
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
用
地
補
償
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

大
塚
地
先

高
津
川

平
成
１
７
年
台
風
１
４
号
水
防
活
動
状
況

大
塚
地
区

資
料
－

10

事
業
推
進



道
　
路
　
関
　
係
　
事
　
業



事
業

費
平
成
２
３
年
度

（
当
初
）

平
成
２
４
年
度

対
前
年
度
比

Ｈ
２
３
／
Ｈ
２
４

新
直

轄
1
0
,2
0
0

6
,9
0
0

0
.6
8

改
築

1
3
,0
2
7

1
5
,8
5
7

1
.2
2

交
通

安
全

事
業

2
,0
4
9

2
,4
3
9

1
.1
9

電
線

共
同

溝
2
8
0

3
5
0

1
.2
5

合
計

2
5
,5
5
6

2
5
,5
4
6

1
.0
0

※
上
記
予
算
の
他
に
、
地
方
整
備
局
一
括
配
分
と
し
て
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
費
（
Ⅱ
種
）
、
道
路
維
持
管
理
費
が
あ
る
。

※
上
記
に
は
道
路
調
査
費
、
付
帯
工
事
費
、
受
託
工
事
費
を
除
く
。

平
成
２
４
年
度
の
道
路
事
業
費
（
島
根
県
）

［
単
位
：
百
万
円
］



平
成
２
４
年
度
事
業
箇
所
図

松
江
国
道
事
務
所
管
内

浜
田
河
川
国
道
事
務
所
管

内

L
=
6
.3
k
m

L
=
8
.7
k
m

多
伎
・
朝
山
道
路

L
=
9
.0
k
m

出
雲
バ
イ
パ
ス

中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

(県
境
～
吉
田
掛
合
IC
)

L
=
1
2
.3
k
m

新
直
轄
方
式

仁
摩
・
温
泉
津
道
路

L
=
1
1
.8
k
m

朝
山
・
大
田
道
路

凡
例

松
江
国
道
管
内
事
業
中
箇
所

青
色

浜
田
河
川
国
道
管
内
事
業
中
箇
所

緑
色

供
用
済
区
間

灰
色

多
伎
・
朝
山
道
路

L
=
7
.9
k
m

静
間
・
仁
摩
道
路

出
雲
・
湖
陵
道
路

L
=
4
.4
k
m

至
松
江

浜
田
・
三
隅
道
路

L
=
1
4
.5
k
m

直
地
防
災
事
業

L
=
1
.8
k
m

江
津
駅
前
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
事
業

L
=
0
.8
k
m

浜
田
三
隅
道
路

三
刀
屋
拡
幅

L
=
4
.1
k
m

原
井
ラ
ン
プ
付
近

林
視
距
改
良

N
=
１
箇
所

天
河
内
第
一
高
架
橋
付
近
か
ら
西
を
望
む

揖
屋
自
転
車
歩
行
車
道
整
備

L
=
0
.8
k
m

大
池
尻
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

L
=
0
.2
k
m

土
田
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

L
=
0
.9
k
m

大
浜
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

L
=
1
.1
k
m

中
原
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

L
=
0
.4
k
m

至
松
江

至
山
口

出
雲
・
湖
陵
道
路

L
=
４
.４
k
m

L
=
5
.0
k
m

大
田
・
静
間
道
路

吉
田
掛
合
I
C

仁
摩
温
泉
津
道
路

至
松
江

至
浜
田

湖
陵
・
多
伎
道
路

L
=
4
.5
k
m

西
津
田
電
線
共
同
溝

L
=
2
.8
7
k
m

五
反
田
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

御
茶
屋
川
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

荘
原
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

五
十
猛
歩
道
整
備

L
=
0
.2
k
m

坂
本
歩
道
整
備

L
=
0
.3
k
m

【
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
】

揖
屋
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

至
松
江

至
安
来

後
谷
川
橋

至
三
次

至
松
江

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

口
田
儀
第
１
高
架
橋

三
隅
・
益
田
道
路

L
=
1
5
.2
k
m

下
遠
田
事
故
対
策
事
業

L
=
0
.3
k
m

乙
吉
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

L
=
0
.2
k
m



【
松
江
国
道
事
務
所
事
業
】



平
成
２
４
年
度
松
江
国
道
事
務
所
事
業
箇
所
一
覧

資
料
－
１
１

調
査
設
計
、
用
地
買
収
、
工
事

新
規
事
業

N
=
1
箇
所

島
根
５
４
号
交
差
点
改
良
等

⑫

資
料
－
１
０

改
良
、
橋
梁

事
業
推
進

L
=
4
.1
km

一
般
国
道
５
４
号
三
刀
屋
拡
幅

⑩

資
料
－
１
１

調
査
設
計
、
用
地
買
収
、
工
事

新
規
事
業
、
事
業
推
進

N
=
6
箇
所

島
根
９
号
交
差
点
改
良
等

⑪

資
料
－
１
１

電
線
類
地
中
化

完
成

L
=
2
.8
7
km

島
根
９
号
電
線
共
同
溝

⑬

資
料
－
９

文
化
財
調
査
、
改
良
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル

事
業
推
進

L
=
1
1
.8
km

一
般
国
道
９
号
仁
摩
・
温
泉
津
道
路

⑨

資
料
－
８

用
地
買
収

事
業
推
進

L
=
7
.9
km

一
般
国
道
９
号
静
間
・
仁
摩
道
路

⑧

資
料
－
７

測
量

新
規
事
業

L
=
5
.0
km

一
般
国
道
９
号
大
田
・
静
間
道
路

⑦

資
料
－
６

文
化
財
調
査
、
改
良
、
橋
梁

事
業
推
進

L
=
6
.3
km

一
般
国
道
９
号
朝
山
・
大
田
道
路

⑥

資
料
－
５

文
化
財
調
査
、
改
良
、
橋
梁

事
業
推
進

L
=
9
.0
km

一
般
国
道
９
号
多
伎
・
朝
山
道
路

⑤

資
料
－
４

測
量

新
規
事
業

L
=
4
.5
km

一
般
国
道
９
号
湖
陵
・
多
伎
道
路

④

資
料
－
３

用
地
買
収

事
業
推
進

L
=
4
.4
km

一
般
国
道
９
号
出
雲
・
湖
陵
道
路

③

資
料
－
２

整
備
工
事

完
成

L
=
8
.7
km

一
般
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス

②

資
料
－
１

改
良
、
橋
梁
、
舗
装
、
ト
ン
ネ
ル
、
ト
ン
ネ
ル
設
備

完
成

L
=
1
2
.3
km

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

（
県
境
～
吉
田
掛
合
IC
間
）

①

備
考

資
料
番
号

主
な
内
容

供
用
（
完
成
）
・
新
規
・
事
業
推
進

延
長

事
業

名
番 号



中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

お
の
み
ち
ま
つ
え
せ
ん

至
松
江

完
成

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
は
、
尾
道
市
を
起
点
に
三
次
市
を
経
由
し
、
松
江
市
に
至
る
、
延
長
約
１
３
７
ｋ
ｍ
の
高
速
自
動
車
国
道
で
す
。
こ

の
う
ち
、
山
陽
自
動
車
道
か
ら
雲
南
市
を
結
ぶ
尾
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
三
刀
屋
木
次
ＩＣ
間
（
約
１
１
０
．
９
ｋ
ｍ
）
は
、
直
轄
高
速
方
式
に
よ
り
整
備
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
三
刀
屋
木
次
ＩＣ
～
吉
田
掛
合
ＩＣ
間
（
延
長
１
２
．
３
ｋ
ｍ
）
が
供
用
し
て
お
り
、
平
成
２
６
年
度
ま
で
の
全
線
開
通
を
目
指
し
、
改
良
、
橋
梁
、
舗
装
、

ト
ン
ネ
ル
、
ト
ン
ネ
ル
設
備
工
事
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
う
ち
平
成
２
４
年
度
は
広
島
－
島
根
県
境
～
吉
田
掛
合
ＩＣ
間
（
延
長
１
２
．
３
ｋ
ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
改
良
、
橋
梁
、
舗
装
、
ト
ン
ネ
ル
、
ト
ン
ネ
ル
設
備

工
事
を
推
進
し
、
平
成
２
４
年
度
内
の
供
用
を
目
指
し
ま
す
。

尾
道
松
江
線

資
料
－
１

大
万
木
ト
ン
ネ
ル

後
谷
川
橋

大
吉
田
地
区

至
松
江

至
三
次

至
三
次

至
松
江

Ｈ
２
４
：
６
，
９
０
０
百
万
円

状
況
写
真



一
般
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

出
雲
バ
イ
パ
ス
は
、
一
般
国
道
９
号
の
出
雲
市
内
の
交
通
渋
滞
緩
和
及
び
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的

と
し
て
計
画
さ
れ
た
簸
川
郡
斐
川
町
富
村
か
ら
出
雲
市
芦
渡
町
に
至
る
延
長
８
．
７
ｋ
ｍ
の
道
路
で
す
。

昭
和
４
９
年
度
に
事
業
着
手
し
、
平
成
１
９
年
１
２
月
、
全
線
に
つ
い
て
、
暫
定
２
車
線
で
供
用
し
ま
し
た
。

平
成
２
４
年
度
は
、
出
雲
市
斐
川
町
富
村
で
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

い
ず
も

斐
伊
川
上
空
よ
り
西
を
望
む

出
雲
市
渡
橋
町
上
空
よ
り
西
を
望
む

至
浜
田

か
ら
さ
で
大
橋

至
松
江

斐
伊
川

至
松
江

至
浜
田

：
平
成

24
年
度
工
事
予
定
箇
所

凡
例

出
雲
バ
イ
パ
ス

状
況
写
真

資
料
－
２

T
’1
0=
9
,3
00
台
/
日

T
’1
0=
1
2
,0
00
台
/
日

商
工
会
館
前

交
差
点

T
’1
0=
1
5
,1
00
台
/
日

Ｈ
２
４
：
８
０
百
万
円

完
成



事
業
概
要

し
ま
ね
け
ん
お
お
だ
し

お
お
だ
し

く
て
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
お
お
だ

状
況
写
真

出
雲
・
湖
陵
道
路

１
１

大
型
車
同
士
の
衝
突
事
故

（
Ｈ
１
６
．
６
発
生
出
雲
市
大
島
町
地
内
）

一
般
国
道
９
号
出
雲
・
湖
陵
道
路

い
ず
も

こ
り
ょ
う

資
料
－
３

事
業
推
進

事
業
箇
所
図

一
般
国
道
９
号
の
現
道
部
で
は
、
通
過
車
両
と
生
活
車
両
が
混
在
し
、
県
中
西
部
方
面
か
ら
出
雲
市
中
心
部
へ
の
流
入
付
近
で

交
通
混
雑
が
発
生
し
て
お
り
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
・
渋
滞
の
発
生
に
よ
り
地
域
の
経
済
活
動
に
多
大
な
支
障
を
き
た
し
、
早
期
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
雲
・
湖
陵
道
路
は
、
こ
の
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
道
路
で
、
島
根
県
出
雲
市
知
井
宮
町
か
ら
同
市
湖
陵

町
三
部
に
至
る
延
長
４
．
４
ｋ
ｍ
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
平
成
２
０
年
度
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
２
４
年
度
は
、
用
地
買
収
を
推
進
し
ま
す
。

（ 起 ） 島 根 県 出 雲 市 知 井 宮 町

日
本
海

出
雲
市

至
浜
田

山
陰
自
動
車
道

（斐
川
IC
～
出
雲
IC
）

（ 県 ） 大 社 立 久 恵 線

出
雲
ＩＣ

湖
陵
ＩＣ

（
仮
称
）

（ 県 ）
出 雲

線

Ｔ
’1
0＝
1
0
，
9
00
台
/日

至
松
江

（県
）多
伎
江
南
出
雲
線

出
雲
・
湖
陵
道
路

延
長
４
.４
km
(2
/4
)

に
し
い
ず
も

い
ず
も
じ
ん
ざ
い

こう
なん

い
ず
も

こ
り
ょ
う

IC

用
地
進
捗
率
:約
8％

用
地
買
収
、
用
地
管
理
工
事

9

43
1

（ 終 ） 島 根 県 出 雲 市 湖 陵 町 三 部

し ま ね い ず も こ り ょ う ち ょ う さ ん ぶ

（ 主 ） 湖
陵 掛 合
線

し ま ね い ず も ち い み や ち ょ う

事
故
に
伴
う
渋
滞

Ｈ
２
４
：
５
０
０
百
万
円



事
業
箇
所
図

事
業
概
要

し
ま
ね
け
ん
お
お
だ
し あ
さ
や
ま
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
お
お
だ

い
ず
も

お
お
だ

状
況
写
真

湖
陵
・
多
伎
道
路

一
般
国
道
９
号
は
東
西
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
近
隣
に
代
替
路
と
な
る
幹
線
道
路
が
無
く
、
通
行
止
め
時
は
大
幅

な
迂
回
が
必
要
で
す
。
ま
た
通
行
止
め
時
は
、
日
常
の
生
活
及
び
経
済
活
動
と
し
て
必
要
な
交
通
機
能
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
緊
急

輸
送
道
路
に
つ
い
て
も
未
確
保
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
国
道
９
号
湖
陵
・
多
伎
道
路
は
、
緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
及
び
第
３
次
医
療
施
設
へ
の
速
達
性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
た

出
雲
市
湖
陵
町
三
部
か
ら
出
雲
市
多
伎
町
久
村
に
至
る
延
長
４
．
５
ｋ
ｍ
の
道
路
で
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
測
量
に
着
手
し
ま
す
。

１
１

ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
単
独
事
故

（
Ｈ
２
１
．
７
発
生
出
雲
市
多
伎
町
口
田
儀
）

事
故
に
伴
う
渋
滞

一
般
国
道
９
号
湖
陵
・
多
伎
道
路

こ
り
ょ
う

た
き

資
料
－
４

新
規
事
業

日
本
海

出
雲
市

至
浜
田

湖
陵
ＩＣ

（
仮
称
）

至
松
江

（県
）多
伎
江
南
出
雲
線

湖
陵
・
多
伎
道
路

延
長
4
.5
k
m

用
地
進
捗
率
:
0％

測
量
、
地
質
調
査
、
道
路
設
計

い
ず
も
じ
ん
ざ
い

お
だ

（
県
）
多
伎
イ
ン
タ
ー
線

9

（ 終 ） 島 根 県 出 雲 市 多 伎 町 久 村

し ま ね い ず も た き ち ょ う く む ら

（ 主 ） 湖
陵 掛 合
線

（ 起 ） 島 根 県 出 雲 市 湖 陵 町 三 部

し ま ね い ず も こ り ょ う ち ょ う さ ん ぶ

多
伎
ＩＣ

（
仮
称
）

JR
山
陰
本
線

多
伎
・
朝
山
道
路

出
雲
・
湖
陵
道
路

T
’
1
0
=
2
0
,8
0
0
台
/
日

こ
り
ょ
う

た
き

Ｈ
２
４
：
１
０
０
百
万
円



状
況
写
真

事
業
箇
所
図

事
業
概
要

一
般
国
道
９
号
多
伎
・
朝
山
道
路

た
き

あ
さ
や
ま

田
儀
川

国 道 ９ 号

至
松
江

至
大
田

仙
山
峠
付
近
か
ら

多
伎
町
方
向
を
望

む

（
大
田
市
朝
山

町
）

（
県
）
田
儀
山
中
大
田
線

平
成
１
８
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り

国
道
９
号
に
３
５
時
間
の
全
面
通
行

止
め
（
片
側
交
互
通
行
７
９
日
間
）

至
松
江

至
大
田

災
害
箇
所

【H
18
.8
.1
4撮
影
】

一
般
国
道
９
号
の
出
雲
市
と
大
田
市
境
の
「
仙
山
峠
」
付
近
は
、
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
交
通
事
故
の
多
発
す
る
島
根
県
内
で
も
有

数
の
交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１
８
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
国
道
９
号
が
全
面
通
行
止
め
と
な
る
等
、
災
害
が

頻
発
す
る
区
間
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

多
伎
・
朝
山
道
路
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
道
路
で
、
島
根
県
出
雲
市
多
伎
町
か
ら
大
田
市
朝
山
町

に
至
る
延
長
９
．
０
km
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
平
成
１
８
年
度
に
事
業
化
し
、
平
成
２
０
年
度
に
は
、
調
査
設
計
を
推
進
し
、
用

地
買
収
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
２
４
年
度
は
、
文
化
財
調
査
、
改
良
工
事
、
橋
梁
下
部
工
事
、
橋
梁
上
部
工
事
を
推
進
し
ま
す
。

：
平
成
２
４
年
度
工
事
着
手
予
定
箇
所

凡
例

事
業
推
進

多
伎
・
朝
山
道
路

資
料
－
５

T
’
1
0
=
1
7
,0
0
0
台
/
日

小
田
第
３
高
架
橋

口
田
儀
第
４
高
架
橋

口
田
儀
第
１
高
架
橋

Ｈ
２
４
：
２
，
９
４
０
百
万
円



朝
山
・
大
田
道
路

事
業
概
要

あ
さ
や
ま

お
お

だ

平
成
１
８
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
り
国
道
９
号
に
３
５
時
間
の

全
面
通
行
止
め

（
片
側
交
互
通
行
７
９
日
間
）

積
雪
に
よ
る
大
型
車
事
故

（
大
田
市
朝
山
町
）

状
況
写
真

線
形
不
良
箇
所

（
大
田
市
朝
山
町
R
=
1
2
0
m
、
i=
5
.0
%
）

線
形
不
良
箇
所

（
大
田
市
朝
山
町
R
=
1
0
0
m
）

一
般
国
道
９
号
朝
山
・
大
田
道
路

事
業
推
進

資
料
－
６

：
平
成

24
年
度
工
事
予
定
箇
所

凡
例

T
’1
0=
18
,1
00
台
/
日

Ｈ
２
４
：
１
，
８
４
０
百
万
円

事
業
箇
所
図

一
般
国
道
９
号
の
出
雲
市
と
大
田
市
境
の
「
仙
山
峠
」
付
近
は
、
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
交
通
事
故
の
多
発
す
る
島
根
県
内
で
も
有

数
の
交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１
８
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
国
道
９
号
が
全
面
通
行
止
め
と
な
る
等
、
災
害
が

頻
発
す
る
区
間
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
山
・
大
田
道
路
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
道
路
で
、
島
根
県
大
田
市
朝
山
町
か
ら
大
田
市
久
手
町

に
至
る
延
長
６
．
３
km
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。
平
成
２
４
年
度
は
、
文
化
財
調
査
、
改
良
工
事
、
橋
梁
下
部
工
事
を
推
進
し
ま

す
。

至
松
江

至
大
田

災
害
箇
所

【H
18
.8
.1
4撮
影
】



一
般
国
道
９
号
大
田
・
静
間
道
路

事
業
箇
所
図

事
業
概
要

お
お

だ
し
ず

ま

せ
ん
や

ま

し
ま
ね
け
ん
お
お
だ
し

お
お
だ
し

く
て
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
お
お
だ

い
ず
も

お
お
だ

状
況
写
真

大
田
・
静
間
道
路

国
道
９
号
は
東
西
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
近
隣
に
代
替
路
と
な
る
幹
線
道
路
が
無
く
通
行
止
め
時
は
大
幅
な
迂
回

が
必
要
で
す
。
ま
た
通
行
止
め
時
は
、
日
常
の
生
活
及
び
経
済
活
動
と
し
て
必
要
な
交
通
機
能
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
緊
急
輸
送
道

路
が
未
確
保
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
国
道
９
号
大
田
・
静
間
道
路
は
、
緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
及
び
第
３
次
医
療
施
設
へ
の
速
達
性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
た

大
田
市
久
手
町
刺
鹿
か
ら
大
田
市
静
間
町
に
至
る
延
長
５
．
０
ｋ
ｍ
の
道
路
で
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
測
量
に
着
手
し
ま
す
。

１
１

ト
レ
ー
ラ
ー
と
普
通
車
の
正
面
衝
突
事
故

（
Ｈ
２
１
．
１
２
発
生
大
田
市
朝
山
町
）

新
規
事
業

資
料
－
７

大
田
市

至
松
江

大
田
ＩＣ

（仮
称
）

（主
）三
瓶
山
公
園
線

（県
）和
江

港

大
田
市
停

車 場
線

（ 県 ） 久
利 静
間 線

至
浜
田

日
本
海

大
田
・静
間
道
路

延
長
5.
0k
m

島 根 県 大 田 市 静 間 町

し ま ね お お だ し ず ま ち ょ う

は
ね

くて

し
ず
ま

い
そ
た
け

静
間
ＩＣ

（
仮
称
）

9

3
7
5

お
お
だ
し

朝
山
・大
田
道
路

JR山
陰本
線

静間
・仁摩

道路

島 根 県 大 田 市 久 手 町 刺 鹿

し ま ね お お だ く て ち ょ う さ っ か

T
’
1
0=
1
8,
1
0
0台
/
日

T
’
1
0=
1
2,
4
0
0台
/
日

お
お
だ

し
ず
ま

T
’
1
0=
1
6,
6
0
0台
/
日

用
地
進
捗
率
:0
％

測
量
、
地
質
調
査
、
道
路
設
計

事
故
に
伴
う
渋
滞

Ｈ
２
４
：
１
０
０
百
万
円



一
般
国
道
９
号
静
間
・
仁
摩
道
路

事
業
箇
所
図

事
業
概
要

し
ず
ま

に
ま

せ
ん
や

ま

し
ま
ね
け
ん
お
お
だ
し

お
お
だ
し

く
て
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
ち
ょ
う

あ
さ
や
ま
お
お
だ

い
ず
も

お
お
だ

状
況
写
真

静
間
・
仁
摩
道
路

一
般
国
道
９
号
の
現
道
部
は
、
急
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
が
連
続
す
る
区
間
が
多
く
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
重
大
事
故
が
発
生
し

や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
際
規
格
コ
ン
テ
ナ
通
行
支
障
ト
ン
ネ
ル
や
、
事
故
や
災
害
時
に
は
通
行
止
め
が
発
生
し
、

大
幅
な
迂
回
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
早
期
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

静
間
・
仁
摩
道
路
は
、
こ
の
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
道
路
で
、
島
根
県
大
田
市
静
間
町
か
ら
同
市
仁
摩
町

大
国
に
至
る
延
長
７
．
９
ｋ
ｍ
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
平
成
２
０
年
度
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
２
４
年
度
は
、
用
地
買
収
を
推
進
し
ま
す
。

１
１

大
型
車
の
事
故
で
約

2時
間
全
面
通
行
止
め

（
Ｈ
１
６
．
６
発
生
大
田
市
静
間
町
）

建
築
限
界
が
不
足
す
る
ト
ン
ネ
ル

（
Ｈ
１
９
．
５
宅
野
ト
ン
ネ
ル
）

事
業
推
進

資
料
－
８

大
田
市

し ま ね お お だ し ず ま ち ょ う

（ 起 ） 島 根 県 大 田 市 静 間 町

至
松 江

（ 県 ） 和 江 港 大 田

市
停 車

場 線

仁
摩
ＩＣ

（
仮
称
）

（県
）久
利 静

間 線

（県
）久
利
五十

猛
（ 主 ）仁 摩 邑 南 線

至
浜
田

Ｔ
’1
0=
1
2，
4
00
台
/日

日
本
海

静
間
・
仁
摩
道
路

延
長
７
.９
ｋ
ｍ
(2
/
4
)

し
ず
ま

に
ま

（ 終 ） 島 根 県 大 田 市 仁 摩 町 大 国

し ま ね お お だ に ま ち ょ う お お ぐ に

し
ず
ま

い
そ
た
け

に
ま

和
江
港

仁
摩
港

静
間
ＩＣ

（仮
称
）

9

3
7
5

停 車
場 線

仁
摩
・
温
泉
津
道
路

用
地
進
捗
率
:約
4
％

用
地
買
収
、
用
地
管
理
工
事

ＩＣ
港 大

Ｈ
２
４
：
５
０
０
百
万
円



事
業
箇
所
図

事
業
概
要

一
般
国
道
９
号
仁
摩
・
温
泉
津
道
路
は
、
大
田
市
内
の
交
通
隘
路
区
間
の
解
消
及
び
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的
と
し
た
、
大

田
市
仁
摩
町
大
国
か
ら
同
市
温
泉
津
町
今
浦
に
至
る
延
長
１
１
．
８
ｋ
ｍ
の
道
路
で
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
文
化
財
調
査
、
改
良
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
推
進
し
、
平
成
２
５
年
度
供
用
（
湯
里
IC
(仮
称
)～
福
光

IC
(仮
称
)）
及
び
平
成
２
６
年
度
供
用
（
仁
摩
IC
(仮
称
)～
湯
里
IC
(仮
称
)）
を
目
指
し
ま
す
。

一
般
国
道
９
号
仁
摩
・
温
泉
津
道
路

に
ま

ゆ
の

つ

事
業
推
進

仁
摩
温
泉
津
道
路

状
況
写
真

資
料
－
９

温
泉
津

IC
（
仮
称
）

小
浜
第
２
高
架
橋

天
河
内
第
１
高
架
橋
か
ら
馬
路
第
２
高
架
橋

：
平
成

24
年
度
工
事
予
定
箇
所

凡
例

T
’1
0
=
9
,7
0
0
台
/
日

平
成
２
５
年
度
供
用
予
定

平
成
２
６
年
度
供
用
予
定

Ｈ
２
４
：
５
，
７
４
０
百
万
円



一
般
国
道
５
４
号
三
刀
屋
拡
幅

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

状
況
写
真

三
刀
屋
町
地
内
は
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
三
刀
屋
木
次

I.C
の
開
通
や
市
街
地
の
開
発
な
ど
に
よ
り
車
両
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
三
刀
屋
拡
幅
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
交
通
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
周
辺

の
土
地
利
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
高
速
道
路
と
連
携
し
た
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
改
良
、
橋
梁
下
部
工
事
を
推
進
し
ま
す
。

み
と

や

至
松
江

至
広
島

上
空
よ
り
拡
幅
区
間
を
望
む
（
三
刀
屋
町
地
内
）

国 道 ５ ４ 号

拡 幅 区 間

事
業
推
進

三
刀
屋
拡
幅

資
料
－
１
０

T
’
1
0
=
1
3
,0
0
0
台
/
日

：
平
成

24
年
度
工
事
予
定
箇
所

凡
例

里
方
交
差
点
付
近
夕
方
ピ
ー
ク
時
の
状
況

至
松
江 至
広
島

Ｈ
２
４
：
３
８
６
百
万
円



平
成
２
４
年
度
交
通
安
全
事
業
・
電
線
共
同
溝
事
業

松
江
国
道
事
務
所
管
内

浜
田
河
川
国
道
事
務
所
管
内

林
視
距
改
良

N
=
１
箇
所

揖
屋
自
転
車
歩
行
車
道
整
備

L
=
0
.8
k
m

吉
田
掛
合
I
C

西
津
田
電
線
共
同
溝

L
=
2
.8
7
k
m

五
反
田
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

御
茶
屋
川
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

荘
原
交
差
点
改
良

N
=
１
箇
所

五
十
猛
歩
道
整
備

L
=
0
.2
k
m

坂
本
歩
道
整
備

L
=
0
.3
k
m

交
通
安
全
事
業
概
要

事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
（
事
故
危
険
区
間
重
点
解
消
作
戦
）
の
対
象
区
間
に

お
け
る
学
童
等
の
歩
行
者
が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
歩
行
空
間
の

確
保
、
交
差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
交
通
安
全
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
新
規
事
業
３
箇
所
（
安
来
市
吉
佐
町
、
大
田
市
五
十

猛
町
、
雲
南
市
三
刀
屋
町
坂
本
～
乙
加
宮
）
及
び
継
続
事
業
４
箇
所
に
お

い
て
、
調
査
設
計
、
用
地
買
収
、
用
地
補
償
及
び
工
事
を
推
進
致
し
ま
す
。

電
線
共
同
溝
事
業
概
要

電
線
類
を
地
中
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確

保
、
都
市
景
観
及
び
台
風
や
地
震
時
に
お
い
て
電
柱
等
の
倒
壊
を
防
止

し
、
災
害
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
緊
急
輸
送
道
路
の
安
全
性
を

確
保
す
る
を
目
的
と
し
、
電
線
共
同
溝
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
継
続
事
業
箇
所
１
箇
所
に
お
い
て
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

至
浜
田
市

至
松
江
市

至
安
来
市

至
松
江
市

【
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
】

【
大
田
市
五
十
猛
町
】

【
松
江
市
玉
湯
町
林
】

至
松
江
市

至
出
雲
市

凡
例

新
規
事
業
箇
所

赤
色

継
続
事
業
箇
所

青
色

Ｈ
２
４
：
交
通
安
全
事
業

１
，
３
９
８
百
万
円

電
線
共
同
溝
事
業

３
５
０
百
万
円

資
料
－
１
１

事
業
推
進



【
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
事
業
】



■
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
事
業
箇
所

付
属
資
料
－
道
路

2
測
量

新
規
事
業

L=
15

.2
km

一
般
国
道

9号
三
隅
・
益
田
道
路

②

新
規
事
業
及
び
事
業
推
進

N
=7
箇
所

島
根
９
号
交
差
点
改
良
等

付
属
資
料
－
道
路

3
改
良
工
事
、
舗
装
工
事

完
成

L=
  1

.8
km

一
般
国
道

9号
直
地
防
災
事
業

③

付
属
資
料
－
道
路

4
調
査
設
計
、
用
地
買
収
、
工
事

④

付
属
資
料
－
道
路

1
用
地
買
収
、
橋
梁
工
事
等

事
業
推
進

L=
14

.5
km

一
般
国
道

9号
浜
田
・
三
隅
道
路

①

資
料
番
号

主
な
内
容

供
用
（
完
成
）
・
新
規
・
事
業
推
進

延
長

事
業

名
番
号



一
般
国
道
９
号
浜
田
・
三
隅
道
路

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

は
ま
だ

み
す
み

一
般
国
道
９
号
は
島
根
県
の
東
西
を
連
絡
す
る
唯
一
の
幹
線
道
路
で
す
が
、
当
該
地
区
の
浜
田
市
原
井
町
～
浜
田
市
三
隅
町
森
溝
上
間
に
は
、

急
勾
配
・
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
隘
路
区
間
や
多
く
の
防
災
対
策
必
要
箇
所
、
ま
た
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
熱
田
交
差
点
が
存
在
し
て
お
り
、
地
域
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

浜
田
・
三
隅
道
路
は
、
一
般
国
道
９
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ
た
延
長
約
１
４
．
５

km
の
道
路
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

災
害
等
緊
急
時
に
お
け
る
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
道
９
号
等
の
幹
線
道
路
と
連
携
し
、
広
域
交
通
の
分
担
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
沿
線
地
域
の
産
業
振
興
や
観
光
開
発
を
促
進
し
、
生
活
圏
域
の
拡
大
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
と
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

平
成
１
６
年
３
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
平
成
１
６
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
調
査
設
計
・
用
地
買
収
及
び
、
折
居
川
橋
の
上
部
工
事
、
塚
ヶ
原
ト
ン
ネ
ル
と
吉
地
第
２
ト
ン
ネ
ル
の
設
備
工
事
、
改
良
工
事

等
を
推
進
し
、
熱
田
ＩＣ
（
仮
称
）
～
西
村
ＩＣ
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
６
年
度
に
供
用
を
図
る
予
定
で
す
。

熱
田
交
差
点

吉
地
第
２
ト
ン
ネ
ル
西
側
坑
口
整
備
状
況

（
H
2
4
.3
撮
影
）

白
砂
高
架
橋

整
備
状
況

９９

（
H
2
4
.3
撮
影
）

Ｈ
２
４
：
２
，
９
４
０
百
万
円

状
況
写
真

（
H
2
4
.3
撮
影
）

付
属
資
料
―
道
路
１

事
業
推
進

調
査
設
計
・
用
地
買
収

熱
田
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
部
整
備
状
況



一
般
国
道
９
号
三
隅
・
益
田
道
路

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

み
す
み

ま
す
だ

一
般
国
道
９
号
は
島
根
県
の
東
西
を
連
絡
す
る
唯
一
の
幹
線
道
路
で
す
が
、
当
該
地
区
の
浜
田
市
三
隅
町
～
益
田
市
遠
田
町
間
に
は
、
急
勾

配
・
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
隘
路
区
間
や
多
く
の
防
災
対
策
必
要
箇
所
が
存
在
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

三
隅
・
益
田
道
路
は
、
一
般
国
道
９
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ
た
延
長
約
１
５
．
２

km
の
道
路
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

災
害
等
緊
急
時
に
お
け
る
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
第
３
次
医
療
施
設
へ
の
速
達
性
が
確
保
さ
れ
、
医
師
不
足
が
深
刻
な
地

域
の
病
院
間
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
平
成
２
２
年
１
０
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
測
量
に
着
手
し
ま
す
。

国
道
９
号
現
況
写
真
（
線
形
不
良
箇
所
）

（
H
2
2
.1
0
撮
影
）

Ｈ
２
４
：
１
０
０
百
万
円

状
況
写
真

（
H
1
7
.1
0
撮
影
）

付
属
資
料
―
道
路
２

新
規
事
業

三
隅
・
益
田
道
路
延
長
15
.
2
km

( 起) 浜 田 市 三 隅 町

( 終) 益 田 市 遠 田 町

測
量

９９
三
隅

IC
（
仮
称
）

岡
見

IC
（
仮
称
）

鎌
手

IC
（
仮
称
）

遠
田

IC

至
松
江

至
山
口

国
道
９
号
現
況
写
真
（
交
通
事
故
状
況
）



山
口
方
面
を
望
む

野
広
１
号
橋

一
般
国
道
９
号
直
地
防
災
事
業

事
業
概
要

事
業
箇
所
図

た
だ
ち

一
般
国
道
９
号
の
鹿
足
郡
津
和
野
町
滝
元
～
直
地
お
い
て
は
、
災
害
時
の
代
替
路
線
が
な
い
唯
一
の
幹
線
道
路
で
、
地
形
的
に

も
斜
面
が
急
峻
で
落
石
・
崩
壊
に
対
す
る
安
定
性
が
十
分
で
な
い
た
め
、
防
災
対
策
が
必
要
で
す
。

直
地
防
災
事
業
は
、
道
路
の
防
災
と
安
全
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
的
と
し
、
当
該
箇
所
を
迂
回
す
る
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
た
め
、
平

成
１
１
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
た
も
の
で
す
。
平
成
１
５
年
度
か
ら
直
地
地
区
の
法
面
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
野
広
１
号
橋
と
野
広
２
号
橋
の
床
版
工
事
、
野
広
地
区
の
改
良
工
事
、
舗
装
工
事
を
推
進
し
、
全
線
供
用
を
図

る
予
定
で
す
。

一
般
国
道
９
号
津
和
野
町
直
地
付
近
の

急
峻
な
地
形

直
地
地
区

の
び
ろ

Ｈ
２
４
：
６
３
１
百
万
円

連
続
雨
量
2
00
m
m通
行
止
延
長
0
.
8
Km

木
原
洞
門

5
6
完

小
瀬
洞
門

63
完

青
原
第
一
洞
門

冨
田
洞
門

池
村
第
二
洞
門

池
村
第
二
洞
門

日
原
洞
門

枕
瀬
法
面

L
=
0
.2
k
m

３
完

③
完

10
完

原
町

津
和
野
町

益
田
市

主 萩 津 和 野 線

至
山
口

９
号

(
県
)
日
原
須
佐
線

( 県) 青 原 停 車 場 線

青
野
山

青
原

東
青
原

日
原

連
続
雨
量
2
00
m
m通
交
止

延
長
2
.
2k
m

連続雨量200mm

通交止
延長1.3km

1
0
完

直
地
防
災
延
長

1.
8k

m
鹿 足 郡 津 和 野 町 滝 元起 点

終 点 鹿 足 郡 津 和 野 町 直 地

小
瀬
法
面

⑬
完

⑦
完

野
広
地
区

直
地
地
区

⑭
完

連続雨量200mm

通交止
延長1.4km

連
続
雨
量
2
00
m
m通
交
止

延
長
0
.
6k
m

野
広
２
号
橋

野
広
１
号
橋

津
和
野
川

改
良
工
事
推
進

下
部
工
事
推
進

か の あ し ぐ ん つ わ の ち ょ う た き も と

か の あ し ぐ ん つ わ の ち ょ う た だ ち

９９

連
続
雨
量
2
00
m
m通
行
止
延
長
0
.
8
Km

木
原
洞
門

5
6
完

小
瀬
洞
門

63
完

青
原
第
一
洞
門

冨
田
洞
門

池
村
第
二
洞
門

池
村
第
二
洞
門

日
原
洞
門

枕
瀬
法
面

L
=
0
.2
k
m

３
完

③
完

10
完

原
町

津
和
野
町

益
田
市

主 萩 津 和 野 線

至
山
口

９
号

(
県
)
日
原
須
佐
線

( 県) 青 原 停 車 場 線

青
野
山

青
原

東
青
原

日
原

連
続
雨
量
2
00
m
m通
交
止

延
長
2
.
2k
m

連続雨量200mm

通交止
延長1.3km

1
0
完

直
地
防
災
延
長

1.
8k

m
鹿 足 郡 津 和 野 町 滝 元起 点

終 点 鹿 足 郡 津 和 野 町 直 地

小
瀬
法
面

⑬
完

⑦
完

野
広
地
区

直
地
地
区

⑭
完

連続雨量200mm

通交止
延長1.4km

連
続
雨
量
2
00
m
m通
交
止

延
長
0
.
6k
m

野
広
２
号
橋

野
広
１
号
橋

津
和
野
川

改
良
工
事
推
進

下
部
工
事
推
進

か の あ し ぐ ん つ わ の ち ょ う た き も と

か の あ し ぐ ん つ わ の ち ょ う た だ ち

９９

完
成

付
属
資
料
―
道
路
３

床
版
工
事
推
進

野
広
２
号
橋

床
版
工
事
推
進 野
広
１
号
橋

平
成
２
４
年
度
供
用
予
定

平
成
２
３
年
度

供
用

の
び
ろ

の
び
ろ

野
広
地
区



事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
（
事
故
危
険
区
間
重
点
解
消
作
戦
）
の
対
象
区
間
に
お
い
て
、
交
通
事
故
対
策
の
推
進
お
よ
び
安
全
で
快

適
な
歩
行
空
間
の
構
築
を
目
指
し
、
主
に
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
歩
道
が
未
設
置
も
し
く
は
歩
道
が
狭
い
箇
所
を
重

点
的
に
歩
道
等
の
整
備
を
行
う
交
通
安
全
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
は
、
江
津
市
江
津
町
、
浜
田
市
国
分
町
、
益
田
市
土
田
町
、
益
田
市
木
部
町
大
浜
、
益
田
市
遠
田
町
、
益
田

市
乙
吉
町
、
益
田
市
横
田
町
の
計
７
箇
所
に
お
い
て
、
調
査
設
計
及
び
用
地
買
収
・
工
事
を
推
進
し
、
４
箇
所
に
つ
い
て
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

事
業
概
要

交
通
安
全
事
業

益
田
市
横
田
町

浜
田
市
国
分
町

益
田
市
乙
吉
町

事
業
箇
所
図

乙
吉
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

大
浜
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

中
原
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

土
田
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

大
池
尻
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

江
津
駅
前
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
事
業

お
と
よ
し

な
か
は
ら

お
お
は
ま

ご
う
つ

お
お
い
け
じ
り

Ｈ
２
４
：
１
，
０
４
１
百
万
円

完
成

新
規

継
続

＜
凡
例
＞

新
規
事
業
・
事
業
推
進
付
属
資
料
―
道
路
４

三
隅
・益
田
道
路

下
遠
田
事
故
対
策
事
業

つ
ち
だ

し
も
と
お
だ

浜
田
・三
隅
道
路



港
　
湾
　
関
　
係
　
事
　
業



 

予
 
算
 
総
 
括
 
表
 

 

 
［
単
位
：
百
万
円
］
 

 
 

 
 

 
 

事
 
業
 
別
 

港
 
名
 
平
成
2
3
年
度
事
業
費

(当
初
) 

平
成
2
4
年
度
事
業
費
 

(当
初
) 

対
前
年
度
比

備
 
考
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臨
港
道
路
の
整
備
 

港
 
湾
 

浜
田
港
 

8
1
0
 

1
,0
0
0
 

1
.2
3
 

防
波
堤
(新
北
)の
整
備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
事
業
費
は
い
ず
れ
も
年
度
当
初
予
算
額
で
あ
り
、
業
務
取
扱
費
を
含
ま
ず
 



【
浜
田
港
福
井
地
区
臨
港
道
路
】
（
新
規
着
手
）
 
 

                      

  事
業
概
要

 
浜
田
港
福
井
地
区
は
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
貨
物
や
、
石
炭
、
原
木
等
を

扱
う
主
要
埠
頭
で
あ
る
が
、
既
存
の
臨
港
道
路
福
井
１
号
線
は
、
混
雑

の
激
し
い
幹
線
国
道
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
渋
滞
に
と
も
な
う
輸

送
コ
ス
ト
の
負
担
増
を
強
い
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
将
来
増
加
が
見
込
ま

れ
る
貨
物
量
に
鑑
み
る
と
、
既
設
臨
港
道
路
の
交
通
容
量
不
足
が
深

刻
化
し
、
利
用
企
業
の
競
争
力
の
低
下
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
こ
の
た
め
、
浜
田
港
周
辺
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
山
陰
道
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
貨
物
を
、

安
全
か
つ
効
率
的
に
輸
送
す
る
た
め
、
臨
港
道
路
福
井

4号
線
の
整
備

に
着
手
し
ま
す
。
な
お
、
平
成

24
年
度
は
、
現
地
工
事
着
手
に
向
け
、

調
査
・
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

 

期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

 
本
事
業
に
よ
り
、
山
陰
道
等
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
、
各
種

製
造
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を
通
じ
、
日
本
の
経
済
社
会
の
発
展
、

雇
用
の
確
保
等
に
寄
与
し
ま
す
。

 
 
ま
た
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
、
背
後
圏
の
経
済
活
動
を
で
き
る

限
り
早
期
に
回
復
す
る
こ
と
に
寄
与
し
ま
す
。

 

熱
田
ＩＣ
（仮
称
）

（
整
備
中
）浜
田
バ
イ
パ
ス

県
道
浜
田
美
都
線

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

浜
田
・
三
隅
道
路
（
山
陰
道
）
（
整
備
中
）

県
道
熱
田

イ
ン
タ
ー
線

（
整
備
中
）

国
道
９
号

臨
港
道
路

福
井
１
号
線

至 広 島 ・ 出 雲 方 面

至 益 田 方 面

福
井
地
区

長
浜
地
区

至 益 田 方 面

（ 西 村 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ） 経 由 ）

【
供
用
中
】

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

(水
深
1
4
m
、
7.
5
m
[耐
震
])

【
供
用
中
】

国
内
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

(水
深
7
.5
m
、
5
.5
ｍ
)

臨
港
道
路
福
井
４
号
線

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所



【
浜
田
港
福
井
地
区
防
波
堤
（
新
北
）
 
】
（
事
業
推
進
）
 

 

                        

防
波
堤
(新
北
)

【
供
用
中
】

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

(水
深
1
4
m
,7
.5
m
 (
耐
震
)）

防
波
堤
(新
北
)

事
業
概
要

 
浜
田
港
は
、
島
根
県
西
部
に
位
置
し
、
セ
メ
ン
ト
、
原
木
、
完
成
自
動

車
（
中
古
車
）
等
を
取
扱
う
物
流
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
産
業
活
動
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
冬
期
風
浪
等
の
影
響
に
よ

り
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
安
全
か
つ
効
率
的
な
荷
役
作
業
に
支

障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

 
 
こ
の
た
め
、
福
井
地
区
に
お
い
て
防
波
堤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

 
 
な
お
、
平
成
２
４
年
度
は
、
ケ
ー
ソ
ン
据
付
等
を
実
施
し
ま
す
。

 

期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

 
本
事
業
に
よ
り
、
港
内
の
静
穏
度
が
向
上
し
、
年
間
を
通
じ
て
安

全
か
つ
効
率
的
な
荷
役
作
業
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
避

難
水
域
の
確
保
等
、
航
行
船
舶
の
安
全
性
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

 
 

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所




